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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2025年11月期第３四半期 3,217 8.6 △177 － △184 － △213 －

2024年11月期第３四半期 2,963 18.1 △219 － △186 － △224 －

（注）包括利益 2025年11月期第３四半期 △193百万円（－％） 2024年11月期第３四半期 △233百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年11月期第３四半期 △36.88 －

2024年11月期第３四半期 △46.07 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年11月期第３四半期 2,597 1,162 38.4

2024年11月期 2,551 1,087 37.0

（参考）自己資本 2025年11月期第３四半期 996百万円 2024年11月期 944百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年11月期 － － － 0.00 0.00

2025年11月期 － － －

2025年11月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 26.0 △90 － △90 － △115 － △20.62

１．2025年11月期第３四半期の連結業績（2024年12月１日～2025年８月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年11月期の連結業績予想（2024年12月１日～2025年11月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年11月期３Ｑ 6,301,869株 2024年11月期 5,578,669株

②  期末自己株式数 2025年11月期３Ｑ 2,231株 2024年11月期 2,231株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年11月期３Ｑ 5,796,714株 2024年11月期３Ｑ 4,864,133株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規     １ 社  （社名）株式会社アサヒピュアケミ、除外     － 社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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【売上高の内訳】 （単位：百万円、％）

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間 対前年同四半期

増減額

対前年同四半期

増減率（自　2023年12月１日

　至　2024年８月31日）

（自　2024年12月１日

　至　2025年８月31日）

住まい事業 1,859 2,023 164 8.8

暮らし事業 1,100 1,189 89 8.2

投資事業 4 4 － －

小計 2,963 3,217 253 8.6

その他・調整額 － － － －

合計 2,963 3,217 253 8.6

【営業利益又は営業損失（△）の内訳】 （単位：百万円、％）

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間 対前年同四半期

増減額

対前年同四半期

増減率（自　2023年12月１日

　至　2024年８月31日）

（自　2024年12月１日

　至　2025年８月31日）

住まい事業 △245 △188 57 －

暮らし事業 17 0 △16 △98.0

投資事業 2 2 △0 △1.0

小計 △225 △185 40 －

その他・調整額 6 7 0 9.8

合計 △219 △177 41 －

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、所得環境が改善傾向にあったものの、物価高の長期化により個

人消費が冷え込んでおり、また、米国の関税政策など、国際経済環境の不安感が響いており、景気の先行きは依然不

透明な状況が続いております。

　このような経済環境の中、当社グループは、引き続き『住宅設備メーカー企業から「住まいと暮らし」創造企業グ

ループへ』を基本経営方針として住宅設備機器製造事業から派生する事業を事業多様化戦略により展開し、より幅広

く、より多くの方々に、より良い「住まいと暮らし」を提供することの出来る企業体へと転換を図っております。

　当第３四半期連結累計期間においては、リノベーション・リフォーム事業や、ホームセンター等の催事営業による

太陽光蓄電池事業の受注実績が引き続き堅調に推移しており、また、希ガス事業を開始するなど新たな収益源の獲得

に積極的に取り組んでおります。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,217百万円(前年同四半期比8.6％増加)、営業損失は177百万

円(前年同四半期は219百万円の営業損失）、経常損失は184百万円(前年同四半期は186百万円の経常損失）、親会社

株主に帰属する四半期純損失は213百万円(前年同四半期は224百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となり

ました。

セグメントごとの経営成績は、以下のとおりであります。

①　住まい事業

　住まい事業では、衛生機器・洗面機器の販売及び建築仕上塗材の販売を行っております。売上高は2,023百万円(前

年同四半期比8.8％増加)、営業損失は188百万円(前年同四半期は245百万円の営業損失)となりました。

②　暮らし事業

　暮らし事業では、リフォーム、リノベーション、施設管理及び不動産販売を行っております。売上高は1,189百万

円(前年同四半期比8.2％増加)、営業利益は０百万円(前年同四半期比98.0％減少)となりました。

③　投資事業

　投資事業では、Ｍ＆Ａ及び不動産賃貸を行っております。売上高は４百万円(前年同四半期比増減なし)、営業利益

は２百万円(前年同四半期比1.0％減少)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の資産総額は2,597百万円となり、前連結会計年度末に比べて45百万円の増加となり

ました。その主な要因は、現金及び預金が114百万円、受取手形及び売掛金が43百万円、建物が20百万円増加した一

方、販売用不動産が90百万円、のれんが21百万円減少したことによるものであります。

　負債につきましては1,434百万円となり、前連結会計年度末に比べて30百万円の減少となりました。その主な要因

は、支払手形及び買掛金が64百万円増加した一方、長期借入金（１年内返済予定含む）が29百万円、未払金が24百万

円、未払消費税等が15百万円減少したことによるものであります。

　純資産につきましては1,162百万円となり、前連結会計年度末に比べて75百万円の増加となりました。その主な要

因は、資本金が127百万円、資本剰余金が127百万円増加したことと利益剰余金が213百万円減少したことによるもの

であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年11月期の連結業績予想につきましては、2025年１月17日に公表いたしました「2024年11月期決算短信」に記

載の通期の連結業績予想から変更は生じておりません。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、『住宅設備メーカー企業から「住まいと暮らし」創造企業グループへ』を基本経営方針として住

宅設備機器製造事業から派生する事業を事業多様化戦略により展開し、より幅広く、より多くの方々に、より良い

「住まいと暮らし」を提供することの出来る企業体へと転換を図っております。

　しかしながら、当第３四半期連結累計期間においても、国内外の事業ともに収益の回復が遅れており、十分な収益

力及び財務体質の改善に至っていない状況にあります。

　これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

このような状況を早期に解消すべく、下記に記載の対応策を実施することにより、収益性及び財務体質の改善を図っ

て参ります。

・今後の事業戦略について

　当社グループは、基幹事業である衛生陶器事業に加えて、新たな事業を展開する事業多様化戦略の下で収益拡大を

目指しております。その方針の下で、企業買収を通じた新たな事業展開も開始しており、今後も事業多様化戦略を積

極的に推進するとともに、グループ企業それぞれの強みを活かした事業シナジーの創出にも重点を置き、事業拡大に

努めて参ります。

　また、販売及び生産拠点の集約など事業体制のスリム化を進めることで収益改善を図って参ります。

・財務基盤の安定化

　事業成長と安定した収益基盤の整備に必要な資金を調達するために、前連結会計年度に発行しました新株予約権の

行使による資金調達を行ってまいりました。しかしながら、株価の低迷により新株予約権の行使が進まなかったた

め、2025年８月15日に新株予約権の一部取得及び消却を行いました。本新株予約権の行使がなくとも、当社自己資金

等を充当することで事業計画に沿った業況拡大の取組みは可能であると判断しておりますが、今後の事業の進捗状況

によっては、将来における資金繰りに重要な影響を及ぼす可能性があり、現時点では継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められます。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 464,783 579,639

電子記録債権 112,337 92,946

受取手形及び売掛金 503,318 547,204

商品及び製品 377,607 367,650

販売用不動産 90,056 －

仕掛品 27,859 30,643

原材料 75,245 70,600

前渡金 42,007 26,274

その他 40,941 50,800

貸倒引当金 △14,640 △12,161

流動資産合計 1,719,517 1,753,596

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 54,311 74,823

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 4,047 16,858

土地 512,242 512,242

リース資産（純額） 11,250 9,409

有形固定資産合計 581,851 613,333

無形固定資産

のれん 98,923 77,855

ソフトウエア 2,926 2,808

借地権 2,893 －

無形固定資産合計 104,743 80,663

投資その他の資産

投資不動産（純額） 60,415 59,644

投資有価証券 5,092 1,865

出資金 370 370

差入保証金 55,607 70,084

生命保険積立金 1,001 1,066

破産更生債権等 71,789 71,789

その他 23,081 16,491

貸倒引当金 △71,789 △71,789

投資その他の資産合計 145,568 149,521

固定資産合計 832,163 843,518

資産合計 2,551,680 2,597,114

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 212,223 276,953

短期借入金 520 －

１年内返済予定の長期借入金 120,711 101,966

未払金 130,376 106,169

未払費用 46,162 34,810

未払法人税等 23,390 11,582

未払消費税等 33,660 17,785

賞与引当金 5,995 13,739

製品保証引当金 6,475 6,475

その他 53,245 40,257

流動負債合計 632,762 609,739

固定負債

長期借入金 616,481 606,028

退職給付に係る負債 157,886 165,968

役員退職慰労引当金 1,800 1,800

預り営業保証金 30,860 29,860

その他 24,765 20,980

固定負債合計 831,793 824,638

負債合計 1,464,555 1,434,377

純資産の部

株主資本

資本金 2,385,996 2,513,005

資本剰余金 896,925 1,023,933

利益剰余金 △2,311,525 △2,525,320

自己株式 △2,046 △2,046

株主資本合計 969,349 1,009,571

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 213 421

為替換算調整勘定 △24,690 △13,515

その他の包括利益累計額合計 △24,477 △13,093

新株予約権 120,989 126,744

非支配株主持分 21,263 39,514

純資産合計 1,087,124 1,162,737

負債純資産合計 2,551,680 2,597,114
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年12月１日

　至　2025年８月31日)

売上高 2,963,867 3,217,686

売上原価 2,055,955 2,208,451

売上総利益 907,912 1,009,235

販売費及び一般管理費 1,126,967 1,186,968

営業損失（△） △219,055 △177,733

営業外収益

受取利息 146 282

受取配当金 49 42

為替差益 21,190 －

投資有価証券売却益 － 10,234

有価証券運用益 3,500 －

保険解約返戻金 3,775 －

物品売却益 5,132 －

雑収入 12,505 8,596

営業外収益合計 46,301 19,155

営業外費用

支払利息 3,986 6,072

為替差損 － 13,147

資金調達費用 5,110 －

雑支出 4,916 7,020

営業外費用合計 14,012 26,241

経常損失（△） △186,766 △184,818

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 1,191 －

新株予約権戻入益 37,900 －

特別利益合計 39,091 －

特別損失

固定資産除却損 16,752 2,893

減損損失 34,857 －

子会社株式売却損 4,720 －

特別損失合計 56,330 2,893

税金等調整前四半期純損失（△） △204,005 △187,711

法人税等 12,677 17,432

四半期純損失（△） △216,683 △205,144

非支配株主に帰属する四半期純利益 7,416 8,651

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △224,099 △213,795

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年12月１日

　至　2025年８月31日)

四半期純損失（△） △216,683 △205,144

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 351 208

為替換算調整勘定 △16,769 11,175

その他の包括利益合計 △16,417 11,384

四半期包括利益 △233,100 △193,759

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △240,517 △202,411

非支配株主に係る四半期包括利益 7,416 8,651

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　当社グループは、『住宅設備メーカー企業から「住まいと暮らし」創造企業グループへ』を基本経営方針として住

宅設備機器製造事業から派生する事業を事業多様化戦略により展開し、より幅広く、より多くの方々に、より良い

「住まいと暮らし」を提供することの出来る企業体へと転換を図っております。

　しかしながら、当第３四半期連結累計期間においても、国内外の事業ともに収益の回復が遅れており、十分な収益

力及び財務体質の改善に至っていない状況にあります。

　これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

このような状況を早期に解消すべく、下記に記載の対応策を実施することにより、収益性及び財務体質の改善を図っ

て参ります。

・今後の事業戦略について

　当社グループは、基幹事業である衛生陶器事業に加えて、新たな事業を展開する事業多様化戦略の下で収益拡大を

目指しております。その方針の下で、企業買収を通じた新たな事業展開も開始しており、今後も事業多様化戦略を積

極的に推進するとともに、グループ企業それぞれの強みを活かした事業シナジーの創出にも重点を置き、事業拡大に

努めて参ります。

　また、販売及び生産拠点の集約など事業体制のスリム化を進めることで収益改善を図って参ります。

・財務基盤の安定化

　事業成長と安定した収益基盤の整備に必要な資金を調達するために、前連結会計年度に発行しました新株予約権の

行使による資金調達を行ってまいりました。しかしながら、株価の低迷により新株予約権の行使が進まなかったた

め、2025年８月15日に新株予約権の一部取得及び消却を行いました。本新株予約権の行使がなくとも、当社自己資金

等を充当することで事業計画に沿った業況拡大の取組みは可能であると判断しておりますが、今後の事業の進捗状況

によっては、将来における資金繰りに重要な影響を及ぼす可能性があり、現時点では継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められます。

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

（会計方針の変更）

　（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」(企業会計基準第27号　2022年10月28日)等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しております。

　従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等(以下、「法人税等」という。)について、法令に従い算定し

た額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引等に応

じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計上された

法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対応する税額

を損益に計上することとしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又はその他の包

括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を算定することが

困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

　なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合に係る税効果の取

扱いについて、当該子会社株式等を売却した企業の財務諸表において、当該売却損益に係る一時差異に対して繰延

税金資産又は繰延税金負債が計上されているときは、従来、連結決算手続上、当該一時差異に係る繰延税金資産又

は繰延税金負債の額は修正しないこととしておりましたが、当該一時差異に係る繰延税金資産又は繰延税金負債を

取り崩すこととしました。

　なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響

はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　法人税等の算定方法につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる場合には、税引前

四半期純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減したうえで、法定実効税率を乗じて計算しております。
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前第３四半期連結累計期間
（自  2023年12月１日

至  2024年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年12月１日

至  2025年８月31日）

減価償却費 11,250千円 14,102千円

のれんの償却額 27,219 21,068

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３住まい事業 暮らし事業 投資事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
1,859,030 1,100,193 4,644 2,963,867 － 2,963,867 － 2,963,867

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

5,076 13,865 － 18,942 124,100 143,042 △143,042 －

計 1,864,106 1,114,059 4,644 2,982,809 124,100 3,106,909 △143,042 2,963,867

セグメント利益

又は損失（△）
△245,703 17,272 2,715 △225,714 4,934 △220,779 1,724 △219,055

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 2023年12月１日　至 2024年８月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に経営指導料であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額1,724千円は、セグメント間取引消去6,265千円及びその他調整額

△4,540千円を含んでおります。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「住まい事業」セグメントにおいて、34,857千円の減損損失を計上しております。

（のれんの金額の重要な変動）

「住まい事業」セグメントにおけるのれんの金額について減損処理を行ったことにより、のれんの金額に

重要な変動が生じております。当該事象によるのれんの減少額は、当第３四半期連結累計期間において

34,857千円であります。

なお、上記（固定資産に係る重要な減損損失）の中に当該のれんの減損が含まれております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３住まい事業 暮らし事業 投資事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
2,023,047 1,189,995 4,644 3,217,686 － 3,217,686 － 3,217,686

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

13,783 3,674 － 17,457 158,400 175,857 △175,857 －

計 2,036,830 1,193,669 4,644 3,235,144 158,400 3,393,544 △175,857 3,217,686

セグメント利益

又は損失（△）
△188,070 339 2,687 △185,043 380 △184,663 6,930 △177,733

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 2024年12月１日　至 2025年８月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に経営指導料であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額6,930千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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